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広 報

世帯数 2,081戸
人 口 6,956人

男 3,348人
女 3,608人

出 生 男 1 女 3 計 4
死 亡 男 4 女 3 計 7

転 入 男 6 女10 計16
転 出 男 4 女12 計16

（平成12年10月31日現在）

町 民 の 動 き

２０００

12
第３６６号

今年１年間のイベント等をピックアップ!
みなさまも今年１年間をふりかえり、楽しい事、

苦しかった事といろいろ思い出してみてください。

2000年アルバム

10月 健康福祉まつり
11月 みかん祭り

11月 町民体育大会

12 月

4月 介護保険制度スタート
6月 あゆ漁開禁

7月 あゆまつり
9月 敬老町民のつどい

4月 チャイルドシート着用義務化
3月 勝浦川マラソン

2月 ビックひなまつり

1月 成 人 式



２

十
一
月
三
日

(

文
化
の
日)

、
恒
例
の
町

民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
き
お
り
雨
の
パ
ラ
つ
く
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
町
民
約
千
二
百
人
が
様
々
な
競
技

に
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
さ
れ

た
方
々
に
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
区
長
会
、
各
種

団
体
及
び
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
委
員
会
表
彰

東
山
圭
佑

(

棚
野)

平
成
十
二
年
度
四
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
走
り
幅
跳
び
出
場

福

野

克

哉

(

星
谷)

平
成
十
一
年
度
秋
季
四
国
地
区

高
等
学
校
野
球
大
会
出
場

松

田

要

(

久
国)

平
成
十
二
年
度
四
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権

大
会
個
人
戦
男
子
六
十
㎏
以
下
級
出
場

第39回
町民体育大会

11月3日

開 会 式

町民のみなさまにはいつも物心両面にお世

話になり心より厚くお礼申し上げます。

早いものであと１ヵ月あまりで徳島駅伝の

時期となり、選手も一生懸命練習に励んでい

ます。

そこで次の件についてご協力をお願い致し

ます。

① 道路での練習は右側、左側のどちらも走

ります。

② 夜間選手が見えればライトを下向きにし

てください。

③ 犬の放し飼いを止めてください。

以上、安全に練習をする為のご協力をお願

い致します。

老人会参加による紅白玉入れ ジャンケンチャンピオン入賞者

魚つりゲーム

勝浦郡陸上競技協会よりのお願い



、風が強く少し肌寒い秋晴れの中、第９

回勝浦みかん祭りが星谷運動公園で開催され、町内外

から訪れた家族連れら約2,000人にかつうらみかんが

ふるまわれました。

今年の目玉は、西暦2000年を記念してのミレニアム

みかん投げで、みかんに変わるボールを投げ、拾った

方にみかんのつかみ取りをしていただくもので、大小

好みのみかんを選んで持ち帰れるとあって大好評でし

た。この他にもみかんお手玉、数量あてクイズやヘリ

コプター遊覧飛行、スカイスポーツクラブによるパラ

グライダー体験、会場を取り囲んだ露店やフリーマー

ケットなどで、一日を楽しまれました。

今年のみかん祭りには、コンテナ70ケース分のみかん

を使用し参加者に大放出いたしましたが、ご提供くだ

さったＪＡ東とくしま、観光みかん園、青果業者、町果

樹研究会、婦人会のみなさんに厚くお礼申し上げます。

ミレニアムを記念し、大好評のみかんつかみ取り

100,000円が当たるみかん
数量あてクイズの当選者
(５名) は、町外からの
ご来場者でした

みかんお手玉で競い合う参加者「落っこちればさあ大変!!」

勝浦みかん祭り

３

11月
19日第9回

11月19日

（日）

（日）
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物 産 交 流
行ってきました やってきます

「
勝
浦
を
考
え
よ
く
す
る
会
」

(

会
長

岸
上
イ
マ
ノ
さ
ん

他

二
十
名)

の
み
な
さ
ん
が
町
民

体
育
大
会
に
合
わ
せ
て
、
ゴ
ミ

の
資
源
化
や
減
量
化
を
呼
び
か

け
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
同
会
の
Ｐ
Ｒ

用
チ
ラ
シ
や
苗
木
を
配
布
し
ま

し
た
。 リ

サ
イ
ク
ル
運
動
に

ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す

古
紙(

新
聞
紙･

古
本･

ダ
ン
ボ
ー
ル)

回
収
の
し
か
た

集
積
所

農
村
婦
人
の
家

(

中
角)

日

時

毎
月
第
一
土
曜
日

午
前
九
時
ま
で

(

回
収
日
の
五
日
前
か
ら

出
せ
ま
す)

※
古
紙
回
収
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
く
出
し
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
回
収
に
ご
協
力
を
!

よってネ市 (ＪＡ東とくしま) が5周年を迎える

のを記念して、千葉県勝浦市から魚の干物が大量に

届けられます。よってネ市ご利用のみなさまの日ご

ろのご愛顧にお応えし、格安に販売しますのでぜひ

一度お立ち寄りください。

ご希望に添えられれば、今後の勝浦市との物産交

流にも活路が開かれていくことでしょう。

12月３日
全国勝浦ネットワークの一環として千葉県勝浦市

(中央商店街) で開催されました産業祭「いんべやぁ

フェスタ勝浦」で勝浦町特産のみかん、すだちを格

安で販売しＰＲするため、町職員４名、商工会３名

で行ってきました。

みかん150箱 (１箱10㎏) を用意し、現地までト

ラック便で輸送。午前中に完売するほどの好評ぶり

でした。午後からは応援に駆け付けていただいた

「関東阿波かつうら会」の方々とともに阿波踊りを

披露し、祭り

は一段と盛り

上がりました。

同じくこの

日、和歌山県

那智勝浦町か

らは近海マグ

ロの解体ショ

ーが行われて

いました。

11月４日

いんべやぁフェスタ勝浦の中央商店会場にて
阿波踊りを披露 もどりがつおでにぎわう勝浦漁港

（土） （日）
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正木フジエさん (生名) が11月

６日に満100歳を迎えられました。

この日徳島県知事と町長から祝

い状と記念品が贈られ、誕生日を

お祝いしました。

いつまでも、お元気で

お過ごしください。

100歳のご長寿を祝う
中
西
チ
ズ
ミ
さ
ん(

久
国)

徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

を
受
賞

名
誉
大
会
長(

県
知
事)

表
彰

十
一
月
九
日
、
徳
島
県
教
育
会
館
で
開
催
さ

れ
た
「
第
四
十
四
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
」

に
お
い
て
、
中
西
チ
ズ
ミ
さ
ん

(

久
国)

が
徳

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
名
誉
大
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
中
西
さ
ん
は
、
民
生
児
童
委

員
と
し
て
多
年
に
わ
た
る
功
労
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

政
府
で
は
、
十
月
十
八
日
を
「
統
計
の
日
」

と
定
め
統
計
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
く
た
め
の
行
事
を
開
催
し
て
お
り
、
農
林

水
産
省
で
は
、
統
計
の
日
に
あ
た
り
、
永
年
に

わ
た
り
統
計
調
査
に
協
力
さ
れ
た
方
に
対
し
、

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
度
、
徳
島
厚
生
年
金
会
館
に

お
い
て
、
仲
田
豊
光
さ
ん

(

生
名)

に
「
果
樹

基
準
筆
調
査
に
対
す
る
特
別
協
力
者
」
と
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

仲
田
さ
ん
は
、
農
林
水
産
統
計
の
重
要
性
を

認
識
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
調
査
へ
の
協
力
、

地
域
農
林
水
産
業
の
振
興
、
統
計
普
及
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
多
大
な
も

の
が
あ
り
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

仲
田
さ
ん
に
は
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。 仲

田
豊
光
さ
ん(

生
名)

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

県･町学校教育・社会教育に多大な貢献
全国小中学校管理職員協議会副会長としても活躍

勲
五
等
双
光
旭
日
章
授
与

平成臼渦年秋の叙勲で、横瀬の日下敏夫さ

んに「多年にわたり学校教育・社会教育に

貢献された功績」により、勲五等双光旭日

章が授与されました。

日下さんは、昭和渦碓年９月から昭和蔚臼年

３月までの唄臼年間、教育者として使命感に

燃え、常に研鑽を積み、児童生徒の一人一

人の個性を大切にし、保護者の意見に耳を

傾けるとともに、県、町教育委員会の連絡

調整に努力され、学校教育・社会教育に多

大な貢献をされました。

昭和欝厩年４月から昭和蔚臼年３月までの２

年間は、全国小中学校管理職員協議会副会長

として、教育界に大きな足跡を残されました。

日下さんのご苦労にあらためて感謝いた

しますとともに、名誉ある叙勲に心からお

喜び申し上げます。

日

下

敏

夫
さ
ん

(

横
瀬)



横
瀬･

与
川
内

坂

本

Ａ

生

名

Ｂ

棚

野

中

山

専
門
学
校

星

谷

山

西

掛

今
山･

黒
岩

中

角

坂

本

Ｂ

生
名･

久
国
Ａ

棚 野

成年女子ビームライフル 優勝

６

９月29日から栃木県大田原市県北体育館において開

幕された全日本ライフル射撃選手権では、ビームライ

フル肘
ちゅう

射
しゃ

、女子肘射、二姿勢、女子立射の４種目でい

ずれも日本新記録、10月14日から富山県総合運動公園

陸上競技場を主会場にして開幕された第55回国民体育

大会「2000年とやま国体」秋季大会においては、肘射、

立射の２種目を制し、特に肘射60発では２大会とも満

点の700点を出し文句なしの優勝を飾りました。

吉川さんは、小松島高校入学後部活動としてライフ

ル部に入部し猛練習を重ねていましたが、専門学校入

学後は、勉強とライフルの両立の難しさから主に土日

だけの集中練習となっていました。

しかし、練習不足も関

係なく本番では、持ち前

の気合と根性で10ｍ先の

的に集中、約4.5㎏のラ

イフル銃を思うままに扱

い、大きなプレッシャー

を跳ね返し今回の好成績

を残しました。

全日本の優勝経験は、高校時代から数え３年連続で

すが、国体では初めての優勝とあって大変喜んでいま

した。

すでに今後の目標「立射40発での満点」を目指し意

欲的にがんばっています。

現在は、今年の学園祭に向け、実行委員として忙しい

日々を送っているそうですが、これからも学園生活を楽

しみながらビームライフルとの両立に励んでください。

今後のご活躍にも期待します。

全日本選手権 第55回富山国体秋季大会

徳島医療福祉専門学校 医学療法学科１年

吉 川 みゆきさん(18歳)

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第14回地
区
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
が
十
月
十
六
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
の
間
、
勝
浦
町

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
十
二
チ
ー

ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。一

回
戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の

続
く
中
、
決
勝
は
、
今
山
・

黒
岩
対
棚
野
の
対
戦
と
な
り
、

棚
野
が
競
り
勝
ち
優
勝
し
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会

が
十
月
十
八
日
か
ら
勝
浦
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
が
続
く
中
、
決
勝
は
、

今
山
対
横
瀬
と
な
り
ま
し
た
。

今
山
が
序
盤
の
リ
ー
ド
を

守
り
切
り
、
二
年
連
続
優
勝

し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会

横

瀬

専

門

Ａ

中

山

棚

久

生

名

山

西

掛

専

門

Ｂ

今

山

星

谷

坂

本

今 山



７

たくましい身体と豊かな心を

第８回 勝浦町
青少年健全育成 ドッジボール大会

少年スポーツ大会を通じて児童のもつ豊かな生命力を優

しく守り、厳しく育てて「たくましい身体と豊かな心を」

と11月19日 、勝浦農村勤労福祉センターにおいて、小学

生児童ドッジボール大会 (勝浦町ＰＴＡ連絡協議会、大谷

高由会長主催) が90人の参加で開催されました。

各試合好ゲームが展開され、大会を盛り上げました。

成績は次のとおりです。

３・４年生の部 ５・６年生の部

優 勝 生小Ａチーム 優 勝 横小Ｂチーム

準優勝 横小Ａチーム 準優勝 横小Ａチーム

第３位 生小Ｂチーム 第３位 生小Ａチーム

第
三
十
五
回
徳
島
県
小
学

校
陸
上
運
動
記
録
会
が
鳴
門

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
横
瀬

小
学
校
の
戸
田
遼
太
君
が
六

十
ｍ
競
争
に
出
場
し
、
六
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

戸
田
遼
太
君
徳
島
県
大
会
入
賞

人権ミュージカル

人権標語の発表

11月18日の生比奈小学校参観日に、体育館で児

童による人権についての劇、ミュージカル、呼び

かけ、手話ソングを保護者の前で熱演しました。

児童たちの名演技に保護者の笑いと涙が混じっ

て、心に残るものが多くあった人権集会でした。

また、人権の標語も各家庭で募集し、ＰＴＡ人

権文化部員が親子で発表しました。このことを機

会に各家庭で人権について話し合ってほしいと先

生からも話がありました。

生比奈小学校児童が熱演

人権をみんなで考えよう!

（日）



総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン

21日 14日 ７日

・
お
も
ち
つ
き
大
会

・
十
二
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

・
お
楽
し
み
会
に
参
加
す
る

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
リ
ー
ス
作
り
を
す
る

・
リ
ズ
ム
遊
び

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
!

お
家
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

成
人
式
の
ご
案
内

保
育
所
入
所
説
明
会
及
び
入
所
申
込
受
付
に
つ
い
て

教育委員会

福祉課

平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝
浦
町
内
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
保
護

者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

入
所
の
申
込
の
手
続
き

平
成
十
三
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
三
年
一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

式
典

午
前
十
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該

当

者

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

平
成
七
年
勝
浦
中
学
校
卒
業
者
及
び
他
の

中
学
校
卒
業
者
で
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る

方

(

十
一
月
三
十
日
現
在)

に
は
、
町
教
育

委
員
会
か
ら
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。
他
に
も

該
当
の
方
は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お

参
加
に
あ
た
っ
て
、
華
美
に
な
ら
な
い
服
装

で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

説
明
会
日
時

十
二
月
七
日

午
後
七
時
か
ら

説
明
会
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

入
所
で
き
る
要
件

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

入
所
定
員

沼
江
保
育
所

三
十
人

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横
瀬
保
育
所

九
十
人

乳
児
保
育
に
つ
い
て

整
っ
た
環
境
で
乳
児
保
育
を
し
ま
す
。

障
害
児
保
育
に
つ
い
て

健
常
児
と
一
緒
に
保
育
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
集
団
保
育
が
可
能
な
児
童

開
所
時
間
延
長
保
育

保
護
者
の
勤
務
時
間
の
状
況
に
よ
っ
て
、

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
七
時
ま
で
保
育

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
の
と

き
に
も
説
明
し
ま
す
。

申
込
み
用
紙

説
明
会
の
日
に
配
布
し
ま
す
が
、
当

日
に
都
合
で
出
席
で
き
な
い
人
は
、

各
保
育
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

日

時

一
月
四
日

一
月
五
日

い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

場

所

各
保
育
所

入
所
申
込
者
は
児
童
を
同
伴
し
て
ご
家
族

の
方
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(

参)

現
在
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
児

童
で
変
更
の
な
い
場
合
は
、
申
込
み

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
週
木
曜
日
生
比
奈
保
育
所(

リ
ズ
ム
室･

園
庭)

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

８

（火）

（木）

（金）

（木）

（木）（木）（木）



Information

教育委員会

勝
浦
町
芸
術
祭

作
品
募
集

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

住 民 課

国
民
年
金
だ
よ
り

税

務

署

還
付
申
告
は
、税
務
署
で
一
月
四
日

か
ら
受
付
を
し
て
い
ま
す
!

製造事業所の皆様へ

勝浦町は、10月１日より徳島市・上勝

町・佐那河内村と広域で障害者生活支援

事業を眉山園に委託して開設しました。

障害者生活支援センターは、在宅の障害

者の方やそのご家族からの様々なご相談

をお受けして、必要な情報や福祉サービス

の利用援助などについて支援させていた

だきます。何でもお気軽にご相談ください。

相談内容 身障手帳の交付・補装具の申

請・デイサービス・授産施設などの福

祉施設や専門機関などの紹介・その他

福祉サービスに関するあらゆること。

ご利用いただける方 身体に障害をもた

れた方及びそのご家族

利用料金 相談は無料
(但し各種サービスの利用は有料の場合もあります。)

詳しくは

役場福祉課 ２―1502

障害者生活支援センター眉山園 088―633―3331
徳島市南庄町５丁目77―３

までご連絡ください。

障害者生活支援センターを
眉山園に委託し、開設 !!

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期

日

平
成
十
三
年
一
月
十
三
日
か
ら

一
月
十
四
日
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
図
書
館

作
品
の
種
類

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト

水
墨
画
・
手
工
芸
・
生
花
・
俳
句

短
歌
・
川
柳
・
彫
刻
・
陶
芸

日
本
画
・
漫
画

そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
十
二
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

搬
入
先

一
般
の
方
は
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

小
・
中
学
校
は
図
書
館
二
階

後
回
し
に
な
っ
た
り
納
め
忘
れ
た
り
し
て
、

保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
期
間
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
過
去
二
年
以
内
な

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
を
す
ぎ
る
と
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
ヶ
月
分
だ
け
必
要
な

納
付
期
間
が
足
り
な
く
て
も
、
将
来
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

未
納
期
間
が
重
な
っ
て
一
度
に
納
付
で
き

な
い
場
合
は
、
分
割
し
て
納
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
平
成
十
二
年
四
月
分
以
降
に

つ
い
て
は
役
場
住
民
課
の
国
民
年
金
係
に
、

そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
徳
島
南
社
会
保
険
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

〇
八
八
―
六
五
二
―
三
一
一
一

役
場
住
民
課
国
民
年
金
係

二
―
一
五
〇
一

確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て
郵
送
で
!

所
得
税
で
は
、
自
分
の
所
得
な
ど
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
自
ら
が
、

税
法
に
従
い
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
う
と
い
う

「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自
分
で

書
い
て
早
め
に
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
本
税
の
ほ

か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

二
月
十
六
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

還
付
申
告
を
さ
れ
る
方

給
与
が
一
ヶ
所
か
ら
だ
け
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
方
は
、
年
末
調
整
で
そ
の
年
の
納
税
が

完
了
し
ま
す
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
源
泉
徴
収

税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
税
金
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き

・
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
購
入
し
た
と
き

・
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ

た
た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
と

き

な
ど

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一
定
の
要
件
や
決

め
ら
れ
た
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
い
こ
と
は
納
税
署
や
税
務
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一
三
一

場

所

徳
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー

時

間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

期

間

平
成
十
三
年
一
月
二
十
四
日
か
ら

二
月
十
五
日
の
間

但
、
土
・
日
・
祭
日
と
二
月
六
日

を
除
く
日

※
二
月
十
六
日
か
ら
は
税
務
署
で
行
い
ま
す
。

※
会
場
で
は
、
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

９

統計調査にご協力ください
臼渦月嘘臼日現在で、次の統計調査が同時に行われます。

平成12年工業統計調査－製造事業所の実態を調査

平成12年石 油 消 費 従業者30人以上の製造事業所の
－

構造統計調査 石油等の消費実態を調査

本年臼渦月から来年１月にかけて調査員がお伺いします。

なお、調査票に記入して頂いた内容については、統

計法に基づき秘密が厳守されますので、数字等の正確

なご記入をお願いします。

問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－臼欝碓臼

―
今
年
の
保
険
料
、今
年
の
う
ち
に
―

還
付
申
告
さ
れ
る
方
の
相
談
場
所
を
設
営

（金）

（金）

（木）

（火）



森
林
は
木
材
を
生
産
す
る
の
と
同
時
に
、

水
源
を
守
り
国
土
を
保
全
す
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
土
の
森
林
の
状

態
を
把
握
し
、
適
正
な
森
林
施
業
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
民
有
林
の
立
木
を
伐
採

す
る
場
合
に
は
事
前
に
市
町
村
長
に
届
け
出

る
こ
と
が
、
森
林
法
に
お
い
て
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

森
林
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

伐
採
を
開
始
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
左

記
様
式
の
伐
採
届
出
書
一
通
を
そ
の
森
林
の

あ
る
市
町
村
役
場
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
に
は

伐
採
届
の
提
出

は
不
要
で
す
。

一
、
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
区
域
内
の

森
林
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
別
に
許
可
申

請
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
農
林
事
務
所
林
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
、
林
地
開
発
の
許
可

(

森
林
法
第
十
条
の

二
項
に
よ
る
規
定)

を
受
け
た
場
合
に
は
、

そ
の
地
域
に
か
か
る
伐
採
届
は
不
要
で
す
。

三
、
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
る

森
林
で
、
計
画
に
基
づ
く
伐
採
を
行
う
場
合

に
は
事
前
の
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

伐
採
の
終
わ
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に

森
林
施
業
計
画
に
か
か
る
伐
採
等
の
届
出

書
が
必
要
で
す
。(

提
出
先
は
、
町
役
場
産

業
振
興
課
ま
た
は
農
林
事
務
所
林
務
課)

四
、
除
伐
す
る
場
合

詳
し
く
は
最
寄
り
の
農
林
事
務
所
林
務
課

ま
た
は
県
庁
林
業
振
興
課
森
林
計
画
係
あ
る

い
は
町
役
場
産
業
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

伐
採
届
出
書
記
載
の
注
意
事
項

●

面
積
は
ha
単
位
で
少
数
第
三
位
以
下
を
四
捨
五
入

す
る
。

●

伐
採
種
ら
ん
は
皆
伐
、
択
伐
の
別
を
記
載
す
る
。

●

伐
採
率
ら
ん
は
立
木
材
積
に
よ
る
伐
採
率
を
記
入

す
る
。

●

伐
採
跡
地
の
用
途
ら
ん
は
、
伐
採
後
に
森
林
以
外

の
用
途
に
供
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
用
途
を

記
入
す
る
。

●

備
考
ら
ん
は
伐
採
跡
地
の
更
新
に
つ
い
て
簡
単
に

記
載
し
、
法
令
に
よ
り
施
業
の
制
限
を
受
け
て
い

る
場
合
は
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を
「
第
五
十
二

回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
国
民
を
挙
げ
て
世
界

人
権
宣
言
及
び
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
意
義

と
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的

人
権
尊
重
の
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は

●

考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

―
二
十
一
世
紀
へ
つ
な
げ
よ
う

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

●

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

●

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

●

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

●

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

●

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

●

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

●

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

●

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

を
週
間
の
強
調
事
項
と
し
て
各
種
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、
一
人

ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

堀

毅
男

勝
浦
町
中
山

二
―
二
四
三
二

細
川

寛

勝
浦
町
坂
本

二
―
四
〇
六
八

森
脇
和
一

勝
浦
町
沼
江

二
―
三
二
三
七

中
西

正

勝
浦
町
石
原

二
―
三
三
〇
九
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山林用苗木申し込み
来春 (平成13年) 植林する杉・桧等の

苗木の申し込みを次のとおり受付しま

すので、期日までに申し込みください。

１．申し込みは12月26日 までにして

ください。

２．植林予定地が台帳・現況とも山林

の場合、また農地で農業委員会発行

の農地転用許可証のある場合は、造

林補助金が受けられますので、森林

組合添え付けの造林保育事業委託申

請書により申請ください。

ただし地目が山林でも現況が農地

の場合は、農地転用許可証が必要な

場合があります。

３．苗木の配布は、平成13年３月３日

を予定しています。

勝浦町森林組合

２―1512

勝浦町森林組合

第52回

人

権

週

間

森林の所在場所 伐
採
面
積

伐採の方法 伐
採
樹
種

伐

採

齢

伐
採
の
期
間

伐
採
跡
地
の
用
途

備

考
市町村 大字 字 地番

主間
伐別

伐採
種別

伐採
率

計

ha ％

伐採届出書
年 月 日

市町村長 殿
住 所
届出人氏名 印

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

次のとおり森林の立木を伐採したいので、森林法第10条の８
第１項の規定により届け出ます。

様式１ 産業振興課

森
林
所
有
者
の
み
な
さ
ま
へ

森
林
伐
採
届
け
出
制
度
に
つ
い
て

（火）

（土）



高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
の
入
学
者
や

在
学
者
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
金
利
が
低
く

手
続
き
も
簡
単
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
二
百
五
十
万
人
を
越
え
る
方
々
に
利
用
さ

れ
て
き
た
制
度
で
す
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
融
資
額

学
生
・
生
徒
一
人
あ
た
り

二
百
万
円
以
内

ご
融
資
期
間

十
年
以
内

(

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置
が
可
能)

ご
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
払

(

ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能)

詳
し
く
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
八
八
―
六
二
二
―
七
二
七
一

一
、
募
集
学
科
・
定
員

生
産
技
術
科

二
十
名

電
子
技
術
科

二
十
名

住
居
環
境
科

二
十
名

情
報
技
術
科

二
十
名

二
、
応
募
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

(

三
月
卒
業
見
込
み
者
含
む)

三
、
入
試
科
目

数
学(

数
学
Ⅰ)

、
英
語(

英
語
Ⅰ)

四
、
願
書
受
付

平
成
十
三
年
一
月
十
六
日

か
ら

一
月
二
十
四
日

五
、
試

験

日

平
成
十
三
年
一
月
三
十
一
日

六
、
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
三
―
〇
〇
九
三

香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町
三
二
〇
二

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

学
務
課

〇
八
七
七
―
二
四
―
六
二
五
五

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

(

徳
島
・
鳴
門
・

阿
南
・
西
部)

が
、
来
年
四
月
入
校
の
養
成

コ
ー
ス
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

中
卒
以
上
対
象

(

徳
島)

ア
パ
レ
ル
技
術
科
、
理
容
科
、

美
容
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
木
工
科
、

溶
接
科

(

鳴
門)

塗
装
科

(

阿
南)

建
築
科

(

西
部)

車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
建
築
科

高
卒
以
上
対
象

(
徳
島)

電
子
機
器
科

(

鳴
門)

メ
カ
ニ
カ
ル
技
術
科

(

西
部)
電
気
工
事
科

申
込
み
期
日

一
月
十
八
日

ま
で
に
入
校
志
望
の
県

立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ま
た
は
各
公
共
職
業

安
定
所
へ

来
年
二
月
一
日

く
わ
し
く
は
、
入
校
志
望
の
県
立
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
、
ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
、
県
雇
用
能
力
開
発
課

(

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
三
五
一)

へ

技
能
士(

一
級･

二
級)

へ
の
早
道
で
す

●

修
了
者
は
、
技
能
検
定
の
学
科
試
験
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

●

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

●

受
講
資
格
は
、
実
務
経
験
の
あ
る
方
な
ら

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

●

申
し
込
み
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
詳
し
い
内
容
は

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

徳
島
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
―
六
五
四
―
三
三
一
一

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

〇
八
八
―
六
五
四
―
五
一
〇
一

放
送
大
学
を
ご
存
知
で
す
か
？

●

放
送
大
学
は
文
部
省
・
郵
政
省
所
管
の
正

規
の
大
学
で
す
。

●

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
大
学
教
育
を
行
っ
て

い
る
通
信
制
の
四
年
制
大
学
で
す
。

●

自
宅
で
、
大
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●

全
国
で
、
約
八
万
四
千
人
、
徳
島
で
六
百

三
十
九
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

●

徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
で
単
位
認
定
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
十
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

平
成
十
三
年
二
月
十
五
日

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

(

電
話
で
可
・
資
料
は
無
料
で
送
付)

〒
七
七
一
―
〇
一
三
四

徳
島
市
川
内
町
平
石
住
吉
二
〇
九
―
五

〇
八
八
―
六
六
五
―
四
四
八
一
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Information

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫

技
能
士
の
た
め
の

通
信
講
座
ご
案
内

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

平
成
十
三
年
度
学
生
募
集

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

(

中
卒
以
上
・
高
卒
以
上
対
象)

裁判文書のＡ４横書き化について
最高裁判所は、裁判所の事件に関する記録そ

の他の書類 (裁判文書) のＡ４判横書き化を平

成13年１月１日から実施します。これは、国民

にとって利用しやすくわかりやすい裁判を実現

するための取り組みの一つとして行うものであ

り、原則として、裁判所を利用する国民や関係

機関が提出する書面についても行われるので、

皆様のご協力をお願いします。

詳しくは徳島地方裁判所 ( 088－652－3141)

にお問い合わせください。

「
放
送
大
学
」学
生
募
集

(

平
成
十
三
年
四
月
入
学
生
募
集)

渋滞対策についてお願い
勝浦町民のみなさん、渋滞でいら

いらしたことがありませんか。

渋滞によって経済効率の低下、環

境問題等の渋滞損失が深刻になって

います。

徳島都市圏の渋滞緩和のため、バ

スや鉄道等の公共交通機関の利用促

進、時差通勤の奨励等にご協力お願

いいたします。

徳島地区渋滞対策推進協議会

入
校
試
験

（火）
（水）

（水）

（木）（木）



12

ゴ
ミ
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
行
い
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日

か
ら
一
月

三
日

ま
で
の
四
日
間
、
年
末
年

始
の
た
め
休
業
し
、
一
月
四
日

か
ら
ゴ
ミ
収
集
を
再
開
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ゴ

ミ
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

年
末
は
ゴ
ミ
が
集
中
し
な
い
よ

う
に
計
画
を
立
て
、
ゴ
ミ
収
集
業

務
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

左
記
期
間
屎
尿
収
集
が
休
業
に

な
り
ま
す
の
で
、
営
業
期
間
中
に

お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

午
前
中
は
営
業)

十
二
月
二
十
八
日

～

一
月
七
日

ま
で

一
月
八
日

よ
り
営
業

※
年
末
は
特
に
混
み
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

毎
日
衛
生
有
限
会
社

〇
八
八
五
四
ー
二
―
二
一
三
九

12月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

12月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（５日）

石 原
沼 江
掛 谷
山 西
中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横
沼 江 集 会 所 前
掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近
農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（12日）

今 山
黒 岩
星 谷
中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横
運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰のゴミフェンス横
中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（19日）

生 名
久 国
棚 野
〃
〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）
久 国 集 会 所 前
河川敷のゲートボール場横
大 井 堰 碑 の 前
勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横
前田さん宅前ゴミフェンス横

第
四

火

曜

日

（26日）

横 瀬
〃
〃
〃
〃
〃

与川内
坂 本
〃
〃
〃
〃

前 川 集 会 所
小倉新平さん宅前三さ路
広 瀬 清 さ ん 宅 東
旧 農 協 跡 地
花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場
旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横
長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横
ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い

が
増
え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や

捨
て
犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い

ま
し
ょ
う
。

クリーン情報－家庭ゴミ 出す前に分別チェック－

年
末
年
始
の

ゴ
ミ
収
集
業
務

休
業
の
ご
案
内

年
末
年
始

休
業
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
休
業

に
つ
い
て(

お
願
い)

平
成
十
二
年
十
二
月
二

十
一
日

か
ら
平
成
十
三

年
一
月
九
日

の
間
、
県

の
引
き
取
り
が
休
業
し
ま

す
。
つ
い
て
は
、
役
場
で

の
引
き
取
り
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
一
月

十
日

よ
り
業
務
開
始
予

定
と
な
っ
て
ま
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

十
二
月
二
十
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

十
二
月
六
日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）
（水）

（火）

（水）
（木）

（水）

（木）

（日）

（土）

（月）

（木）（日）
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私
の
名
前
は
、
黄

潔

(

フ
ァ
ン
ウ
ェ

イ
チ
ェ)

と
い
い
ま
す
。
日
本
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
台
湾
人
で
す
。
だ
か
ら

他
の
人
と
は
、
少
し
名
前
が
違
い
ま
す
。

で
も
、
皆
と
同
じ
十
五
歳
の
中
学
三
年

生
で
す
。
こ
ん
な
私
の
悩
み
は
、
自
分

の
名
前
に
つ
い
て
で
し
た
。

私
は
、
小
学
校
一
年
生
の
と
き
に
台

湾
か
ら
日
本
に
来
ま
し
た
。
初
め
の
う

ち
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
と
て
も
苦

労
し
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
た
ち
が
み

ん
な
優
し
く
私
に
接
し
て
く
れ
た
の
で
、

日
々
の
生
活
の
不
安
は
日
増
し
に
減
っ

て
い
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
今
で
は
、

ま
っ
た
く
言
葉
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
言
葉
の
壁
が
な
く
な
っ
た
と

い
う
反
面
、
自
分
の
名
前
に
疑
問
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
は
、
四
年
生
の
時
の
こ
と
で
す
。

私
が
応
募
し
た
福
祉
の
標
語
が
入
選
し
、

み
ん
な
の
前
で
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
う
れ
し
く
て
う
れ
し

く
て
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
生
に
マ
イ
ク
で
名
前
を

呼
ば
れ
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が
っ
た
と

き
、
他
の
人
た
ち
が
異
様
に
ざ
わ
め
い

て
い
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
何
が
お
か
し
い
の
か
と
思
い
、

あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家

に
帰
っ
て
、
自
分
な
り
に
な
ぜ
他
の
人

た
ち
が
ざ
わ
め
い
て
い
た
の
か
を
考
え

て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
名
前

が
他
の
人
た
ち
と
は
違
う
と
気
づ
い
た

の
で
す
。「
黄

潔
」
た
し
か
に
言
葉
の

ひ
び
き
は
、
友
達
と
は
違
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
ど
う
し
て
…
…
。
私

は
そ
の
と
き
か
ら
自
分
の
名
前
に
自
信

が
も
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

以
来
、
私
は
人
前
で
名
前
を
呼
ば
れ

る
こ
と
が
嫌
い
に
な
り
、
本
来
な
ら
、

う
れ
し
い
は
ず
の
表
彰
も
う
れ
し
い
ど

こ
ろ
か
そ
の
場
か
ら
い
な
く
な
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
に
追
い
う
ち
を
か
け
た

の
は
、
小
学
校
の
卒
業
式
の
練
習
の
と

き
の
こ
と
で
す
。
他
の
人
が
名
前
を
呼

ば
れ
て
い
た
時
は
、
特
に
変
わ
っ
た
様

子
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
名
前

が
呼
ば
れ
た
瞬
間
、
数
人
の
人
た
ち
が

笑
い
出
し
た
の
で
す
。
私
は
、
そ
の
時
、

そ
の
人
た
ち
に
対
し
、
何
が
い
け
な
い

の

私
の
名
前
の
ど
こ
が
お
か
し
い
の
？

私
の
名
前
も
あ
な
た
た
ち
の
名
前
も
、

み
ん
な
大
事
な
も
の
で
し
ょ
う

自
分

が
笑
わ
れ
た
ら
、
ど
う
思
う
の
よ
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
口
に
出
す

勇
気
が
そ
の
時
の
私
に
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
悔
し
く
て
悔
し
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
席
に
つ
い
た
瞬

間
、
こ
ら
え
て
い
た
涙
が
あ
ふ
れ
出
ま

し
た
。
自
分
の
名
前
を
改
名
し
た
い
と

ま
で
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

中
学
校
に
入
学
し
、
自
己
紹
介
を
す

る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
自
己

紹
介
が
大
嫌
い
で
す
。
私
に
と
っ
て
苦

痛
で
た
ま
ら
な
い
時
間
で
し
た
。

二
年
生
の
後
半
、
私
は
、
全
校
生
徒

の
前
で
ま
た
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
先
生
に
表
彰

し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
案
の
定
、
先
生
か
ら
は

認
め
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う

せ
、
先
生
に
は
、
私
の
気
持
ち
な
ん
か

わ
か
ら
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
先
生
は
、
私
の
気
持
ち
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
親
の
立
場
で

こ
う
言
っ
た
の
で
す
。

「
せ
っ
か
く
、
親
が
愛
情
を
こ
め
て
つ

け
て
く
れ
た
名
前
な
の
に
、
あ
な
た
が

嫌
が
っ
て
い
る
な
ん
て
聞
い
た
ら
、
親

が
悲
し
む
よ
。」

初
め
て
親
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
も
し
私
の
子
供
が
、
自
分
の
名

前
を
嫌
が
っ
た
ら
、
私
は
ど
ん
な
気
持

ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
き
っ
と
私
自
身
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
ど
う
し

て
こ
う
い
う
名
前
を
つ
け
た
の
か
と
、

自
分
を
責
め
る
か
も
し
れ
な
い
…
…
。

そ
の
日
、
私
は
家
に
帰
り
、
母
に
名

前
の
由
来
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

母
の
話
に
よ
る
と
、
母
の
担
任
だ
っ
た

先
生
が
、
と
て
も
す
て
き
な
人
で
、
尊

敬
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
娘

の
私
に
も
、
先
生
の
よ
う
な
す
て
き
な

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
で
、
先
生
の
名
前
か
ら
『

』

と
い
う
一
文
字
を
も
ら
っ
た
と
い
う
の

で
す
。『
潔
』
は
、
父
が
、
ま
じ
り
け
や

よ
ご
れ
が
な
く
て
、
さ
っ
ぱ
り
す
る
子

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め

て
、
つ
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。

私
の
名
前
に
は
、
両
親
の
愛
情
と
希

望
が
い
っ
ぱ
い
こ
も
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
私
は
そ
の
時
、
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
は
、
自
分
の
名
前
を
好

き
に
な
る
よ
う
に
、
自
分
の
名
前
を
、

自
信
を
も
っ
て
紹
介
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
ま

だ
名
前
が
大
好
き
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

自
信
を
も
っ
て
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
と
同
時
に
私
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
言
葉
や
行
動
で
、
人
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
な
ぁ
と
気
づ
き

ま
し
た
。

私
は
、
他
の
人
に
私
み
た
い
な
嫌
な

思
い
を
さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
、
私
の
名
前
に

誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
と
仲
よ
く
協
力
し
て

学
校
生
活
も
充
実
さ
せ
た
い
で
す
。
自

分
の
名
前
も
も
っ
と
も
っ
と
好
き
に
な

り
た
い
で
す
。
私
に
こ
の
名
前
を
つ
け

て
く
れ
た
両
親
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
私
の
永
遠
の
宝
物
だ
か
ら
…
…
。

私の宝物

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら
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十
一
月
七
日
、
七
十
四
人
は
、
小

春
日
和
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
中
世
幕

末
の
戦
乱
の
地
を
訪
ね
る
。

九
十
七
代
、
後
光
厳
天
皇
か
ら
百

二
十
一
代
、
孝
明
天
皇
ま
で
の
御
墓

所
と
し
て
御
霊
を
祀ま

つ

る
泉
涌
寺
は
、

楊
貴
妃
観
音
で
も
有
名
な
お
寺
で
も

あ
る
。
一
昨
年
訪
れ
た
広
隆
寺
の
弥

勒
菩
薩
の
か
す
か
な
微
笑
み
に
深
い

慈
愛
を
感
銘
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の

楊
貴
妃
観
音
像
で
は
、
玄
宗
皇
帝
が

作
ら
せ
た
と
言
う
だ
け
あ
っ
て
、
な

る
ほ
ど
匂
い
た
つ
よ
う
な
美
貌
の
観

音
様
で
あ
り
、
口
も
と
が
言
い
よ
う

の
な
い
艶
を
示
し
て
、
私
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
た
。
東
福
寺
の
通
天
橋
か

ら
眼
下
に
見
渡
さ
れ
る
紅
葉
は
、
残

念
な
が
ら
未
だ
青
々
と
し
て
こ
れ
が
、

ま
っ
赤
に
紅
葉
す
れ
ば
ど
ん
な
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

宇
治
の
平
等
院
へ
と
急
ぐ
、
鳳
凰
堂

の
前
の
阿
字
池
は
一
部
工
事
中
で
あ
っ

た
が
、
お
堂
を
一
巡
し
て
源
頼
政
の

お
墓
に
参
り
、
そ
の
昔
清
盛
に
破
れ

て
自
害
し
た
所
、
扇
の
芝
を
眺
め
つ

つ
歌
人
と
し
て
ま
た
鵺ぬ

え

退
治
で
武
勇

を
今
日
に
伝
え
る
頼
政
を
偲
ぶ
。

宇
治
は
、
宇
治
川
の
流
れ
な
く
し

て
宇
治
は
存
在
し
な
い
。
平
等
院
の

対
岸
は
奈
良
に
通
じ
る
。
奈
良
の
宮

人
が
こ
こ
宇
治
に
来
て
水
量
豊
か
な
、

そ
し
て
、
清
ら
か
な
川
水
を
前
に
し

て
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
極
楽
浄
土

も
か
く
や
と
思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

か
す
み
に
お
つ
る
宇
治
の
柴
舟
や
、

あ
ら
は
れ
わ
た
る
ぜ
ぜ
の
網あ

じ

代ろ

木ぎ

な

ど
、
京
の
都
に
住
む
人
々
も
、
墨
絵

の
ご
と
き
宇
治
川
の
風
景
を
、
和
歌

に
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
対
岸
に
は
、

宇
治
上
神
社
を
初
め
と
し
て
多
く
の

神
社
仏
閣
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
源
氏
物

語
ゆ
か
り
の
建
物
で
も
あ
る
が
、
今

回
は
、
時
間
が
な
く
て
対
岸
ま
で
は
、

足
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

白
壁
と
、
柳
の
木
々
が
美
し
い
川

辺
に
面
し
た
寺
田
屋
は
、
そ
の
昔
、

京
都
と
、
大
阪
を
結
ぶ
千
石
舟
の
舟

宿
と
し
て
隆
盛
を
極
め
た
と
言
う
に

は
余
り
に
も
小
さ
い
舟
宿
で
あ
る
。

坂
本
竜
馬
が
刺
客
に
襲
わ
れ
、
お

り
ょ
う
さ
ん
に
よ
っ
て
危
機
を
脱
し
た

と
き
、
伏
見
の
役
人
、
二
人
を
射
殺
し

た
弾
痕
と
、柱
に
残
る
刀
傷
や
、裏
階
段

は
、
往
時
を
偲
ぶ
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。

今
回
の
史
跡
探
訪
は
、
史
跡
に
対

す
る
十
分
な
お
世
話
も
で
き
ず
、
心

残
り
の
点
も
多
か
っ
た
こ
と
を
、
残

念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、

反
省
し
次
回
は
、
多
く
の
人
々
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
十
分
な
計
画

の
も
と
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
容
赦
の
上
ご
期
待
頂
け
れ

ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。

図書館だより

陶

芸

展

十
二
月
二
十
日

か
ら

一
月
十
四
日

ま
で

掛
軸
展
示
会

五
日

か
ら
十
日

ま
で

子
ど
も
映
画
会

二
日

午
後
二
時
か
ら

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
四
日

午
後
二
時
か
ら

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
・

二
十
六
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が

し
ま
っ
て
い
る
時
は
、
返
却
本

は
玄
関
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

12 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

仏殿・舎利殿

伏
見･

宇
治
の
旅

増
井

博

読
振
協
史
跡
探
訪

楊貴妃観音像

寺田屋のお話

高速道路南インターより南へ約５分位で寺田

屋があります。

坂本竜馬は薩長の連絡のために京の宿として

舟宿寺田屋を利用しました。

今も威信当時の儘で営業し、娘おりょうさんと

の恋の宿として知られています。寺田屋に於ける

龍馬先生は剣あり恋あり又、薩長連繋と言う男の

仕事であり三拍子揃うものですから、龍馬の第二

の故郷として現代の若い男女に慕われています。

史跡
伏見 坂本龍馬の寺田屋

行

事

休
館
日 （火）（土）

（日）（日）
（日）

（日）
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十
二
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間

年
末
に
は
、
金
融
機
関
等
を
対
象

と
し
た
強
盗
事
件
を
は
じ
め
、
各
種

事
件
や
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
犯
罪
や
事
故
を
防

止
し
県
民
生
活
の
安
全
を
図
る
た
め
、

●

金
融
機
関
等
を
対
象
と
し
た
強
盗

事
件
等
重
要
犯
罪
の
防
止

●

交
通
事
故
の
防
止
及
び
交
通
渋
滞

の
緩
和

●

暴
力
団
犯
罪
の
総
合
的
取
締
り

●

少
年
非
行
の
防
止

●

雑
踏
事
故
の
防
止

を
重
点
と
し
た
年
末
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。

期
間
中
、
県
下
一
斉
自
動
車
検
問

の
ほ
か

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
・
安
心
の
街

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
特
別
警
戒
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●

高
齢
者
が
道
路
を
横
断
中
の
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
道
路
を
横

断
す
る
と
き
は
必
ず
立
ち
止
ま
っ
て

左
右
の
安
全
確
認
を
し
て
、
走
っ
て

く
る
車
が
あ
れ
ば
横
断
は
控
え
、
遠

回
り
に
な
っ
て
も
安
全
な
横
断
歩
道

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

●

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
交
通
安
全
教

育
や
運
転
適
性
検
査
を
積
極
的
に
受

け
、
自
分
自
身
の
運
転
能
力
に
応
じ

た
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
事
故
の
半
数
以
上
は
通
り

慣
れ
た
自
宅
近
く
で
運
転
を
開
始
し

て
間
も
な
い
う
ち
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
の
通
り
慣
れ
た
道
路
ほ

ど
、
油
断
し
な
い
よ
う
に
安
全
運
転

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

●

夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
が

見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
自
転
車
に

乗
る
人
や
歩
行
者
は
明
る
い
服
装
や

反
射
材
の
着
用
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

●

年
末
年
始
は
飲
酒
す
る
機
会
が
何
か

と
多
く
な
り
ま
す
が
、「
飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
飲
ま

せ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
ま
ず
、
お

酒
の
席
に
は
車
に
乗
っ
て
い
か
な
い

こ
と
を
徹
底
し
て
、
会
社
や
地
域
ぐ

る
み
で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ

う
。

●

飲
酒
運
転
に
は
、
懲
役
刑
や
罰
金
、

免
許
の
取
り
消
し
・
停
止
等
の
厳
し

い
処
分
が
あ
る
ほ
か
、
事
故
を
起
せ

ば
勤
務
先
を
解
雇
さ
れ
家
庭
崩
壊
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

家
族
の
声
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
か
？

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
で

」

●

師
走
は
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
の
運
転
こ
そ
ス
ピ
ー

ド
は
控
え
め
に
制
限
速
度
を
守
り
、

運
転
席
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
安
全

運
手
に
心
が
け
、
明
る
い
年
末
と
輝

か
し
い
二
十
一
世
紀
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

『
無
事
故
で
年
末

笑
顔
で
年
始
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
の
際
身
を
守

る
の
に
最
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故

は
不
意
に
や
っ
て
き
ま
す
、
運
転
者
だ
け
で

な
く
同
乗
者
も
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
は
保
護
者
の
責

任
で
す
。
子
ど
も
の
体
格
に
応
じ
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
、
子
ど
も
の
安
全

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

●

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
正
し
く
取
り
付
け

な
け
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
取
り
扱
い

説
明
書
を
よ
く
読
み
、
座
席
に
し
っ
か
り
と

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
子
ど
も
を
よ
く
見
て
い
ま
す
か
。
子

ど
も
が
非
行
に
走
る
前
に
は
、
飲
酒
や
喫
煙
、

夜
遊
び
、
性
格
の
変
化
な
ど
、
行
動
や
情
緒
面

に
前
兆
と
し
て
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
前
兆
に
気
づ
い
た
ら
、
家
族
だ
け
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
、
警
察
の
「
少
年
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
な

立
場
か
ら
、
家
族
や
少
年
自
身
に
対
し
て
指
導

や
助
言
を
行
う
な
ど
、
少
年
非
行
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
の
被
害
や
虐
待
を
受
け
、
心
身

に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
子
ど
も
に
対
す
る
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
全
国
の
警
察
本

部
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

非
行
の
前
兆
に
気
づ
い
た
ら
少
年
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

駐在所
だより

年末特別警戒
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逢
い
た
い
と
思
う
心
も
う
す
れ
来
て
一
人
の
夜
の
ア
ル
バ
ム
を
繰
る

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

〈
評
〉
逢
い
た
い
と
思
う
人
を
誰
と
特
定
し
て
い
な
い
が
、
仮
に

亡
夫
と
す
る
と
死
去
し
て
年
月
が
た
つ
の
で
「
心
う
す
れ
」

な
い
た
め
に
も
「
一
人
の
夜
」
に
ア
ル
バ
ム
を
出
し
て
な
つ

か
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
表
現
の
巧
み
な
い
い
歌
で
あ
る
。

口
紅
も
少
し
真
紅
に
変
え
て
み
る
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
鳴
き
初
め
し
朝

横
瀬

丸
関
朋
子

〈
評
〉
口
紅
を
真
紅
に
変
え
て
み
る
と
い
う
心
理
は
、
健
康
的

で
明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
表
情
と
思
う
。
そ
し
て
残
暑

に
疲
れ
た
身
も
心
も
引
き
立
た
せ
て
く
れ
、
も
う
つ
く
つ

く
ぼ
う
し
も
鳴
き
は
じ
め
た
時
だ
け
に
心
機
一
転
の
歌
と

し
て
、
う
ま
い
歌
。

新
米
の
白
肌
を
抱
く
ボ
ー
ゼ
寿
司
祭
太
鼓
の
音
の
聞
こ
ゆ
る

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
な
つ
か
し
い
歌
で
あ
る
。
秋
祭
り
と
い
え
ば
、
新
米
に
ス

ダ
チ
の
酢
の
あ
じ
や
ぼ
う
ぜ
の
寿
司
だ
。
そ
し
て
太
鼓
の
音

・
・

・
・
・

が
腹
に
ひ
び
く
。
こ
の
歌
の
「
新
米
の
白
肌
を
抱
く
」
と
い

う
ぼ
う
ぜ
の
寿
司
の
表
現
が
と
て
も
新
鮮
で
お
も
し
ろ
い
。

・
・
・

友
よ
り
の
久
し
き
電
話
声
高
く
「
ま
だ
生
き
て
い
る
」
と
互
い
に
笑
う

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

〈
評
〉
久
し
ぶ
り
に
友
達
か
ら
の
電
話
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
お
互

い
に
「
ま
だ
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
よ
ろ
こ

び
合
う
。「
声
高
く
」
と
い
い
「
互
い
に
笑
う
」
に
老
人
の
元

気
で
生
活
し
て
い
る
よ
ろ
こ
び
の
姿
が
、
よ
く
描
け
て
い
る
。

今
更
と
思
い
な
が
ら
に
決
め
し
こ
と
晴
耕
雨
読
な
す
は
難
し
も

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

〈
評
〉「
晴
耕
雨
読
」
と
い
う
言
葉
は
こ
の
頃
あ
ま
り
聞
か
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
確
か
に
生
き
て
い
る
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
作

者
も
数
少
な
い
実
行
者
の
一
人
で
あ
る
の
だ
。
決
め
た
こ
と

だ
か
ら
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
不
言
実
行
こ
そ
期
待
さ
れ
よ
う
。

廃
園
は
草
丈
伸
び
き
り
草
の
影
秋
の
入
り
陽
に
寂し

ず

か
に
揺
る
る

坂
本

木
下
茂
子

百も

舌ず

の
鳴
く
山
の
古
家
に
今
日
も
来
て
わ
れ
一
人
言
い
応こ

た

え
つ
つ
仕
事
す

立
川

堀

梅
子

糸
通
す
仕
草
も
師
な
り
し
姑
に
似
て
和
裁
一
筋
に
四
十
年
過
ぐ

横
瀬

桜
木
千
代
子

木
犀
の
花
ひ
そ
や
か
に
幾
と
せ
も
人
住
ま
ぬ
庭
に
今
も
香
り
て

横
瀬

広
安
美
枝
子

徒
競
走
に
一
番
と
な
り
戻
り
た
る
子
の
寝
姿
の
今
も
走
れ
る

中
山

山
下
房
雄

ど
の
墓
も
樒

し
き
み

あ
お
青
供
え
ら
れ
秋
の
彼
岸
の
空
高
く
澄
む

横
瀬

錦
内
常
一

花
茣ご

蓙ざ

に
寝
れ
ば
ひ
や
り
と
心
地
よ
し
風
は
小
さ
な
秋
潜
ま
せ
て

沼
江

森
脇
光
子

高
校
生
の
遣つ

か

う
「
お
鶴
」
の
初
々
し
稚
な
き
動
作
に
涙
を
誘
う

横
瀬

日
下
克
子

棚
田
に
は
Ｓ
形
の
あ
り
Ｖ
も
あ
り
そ
の
畦
彩
る
蔓
珠
沙
華
な
り

中
山

栗
城

絹

風
の
中
を
子
等
去
り
行
き
て
土
手
の
な
だ
り
蔓
珠
沙
華
の
赤
さ
び
さ
び
と
立
つ

生
名

柳
田
末
子

敬
老
の
日
に
孫
よ
り
届
き
し
花
束
は
「
元
気
で
い
て
ね
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り

棚
野

田
中
茂
子

流
し
よ
り
逃
が
さ
ん
と
せ
し
わ
が
指
に
し
が
み
つ
き
た
る
蟋こ

お

蟀ろ
ぎ

小
さ
し

棚
野

殿
川
早
苗

父
の
こ
と
褒
め
ら
れ
る
た
び
不
甲
斐
な
き
わ
れ
の
生
き
ざ
ま
叱
咤
し
て
い
る

棚
野

田
中
久
子

水
量
の
増
し
た
る
川
辺
に
立
ち
い
た
る
優
雅
に
は
遠
き
黒
鷲
一
羽

横
瀬

平
山
美
千
江

帰
り
来
て
今
浦
島
の
感
深
し
ふ
る
さ
と
出
で
て
三
十
余
年

喜
楽
園

中
瀬
英
夫

朝
市
に
売
れ
残
り
た
る
葱
一
束
少
し
萎
え
て
迎
え
待
ち
お
り

中
山

溝
内
喜
美
代

古
里
の
秋
の
祭
り
に
訪
れ
ば
知
り
た
る
村
人
老
い
て
な
つ
か
し

久
国

美
馬
綾
子

朝
刊
の
配
達
近
づ
く
バ
イ
ク
音
静
寂
破
る
午
前
四
時
な
り

坂
本

山
口
昭
市

這は

い
松
と
錦
織
り
な
す
立
山
の
紅
葉
の
中
に
歓
声
を
あ
ぐ

横
瀬

林

と
み
え

取
り
込
み
の
終
わ
れ
ば
友
と
連
れ
だ
ち
て
月
ヶ
谷
温
泉
へ
行
く
約
束
す

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

山
な
み
を
曲
が
り
ま
が
り
て
お
水
荘
は
海
見
降
ろ
し
て
コ
ス
モ
ス
咲
け
り

棚
野

英

見

次
回
作
品
募
集

平
成
十
二
年
十
二
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

平
成
十
三
年
一
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選
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7ヵ条医
療

費 有 効
利

用

治療より予防に
つとめよう

かかりつけ医を
もとう。

栄養、運動、休養の健
康３原則を守ろう。

要領よく症状の
説明をしよう。

同じ病気でいくつも
違うお医者さんに
かかるのをやめよう。

健康診断は積極
的にうけよう。医療費に関心を

もち、健康づく
りを心がけよう。

世帯主氏名 住所 世帯主氏名 住所 世帯主氏名 住所 世帯主氏名 住所

東 シズ子 石原 森 脇 和 一 黒岩 倉 橋 勝 次 中山 松 下 一 輝 坂本

瀬 戸 孝 幸 石原 稲 岡 治 星谷 中 野 潔 中山 森 茂 樹 坂本

河 野 義 昭 掛谷 大 谷 八重子 久国 貞 岡 肇 横瀬

尾 山 定 由 生名 寺 井 俊 彰 棚 野
立 川 山 平 勝 夫 横瀬

堀 田 千 恵 生名 片 山 博 之 中山 坂 部 新 一 与川内

平成12年度 健康優良家庭
下記の方々は、平成12年度の保険税を完納されるとともに、常にご家庭の健康に留意され、

平成11年4月１日平成12年３月31日までの１年間無診療家庭でしたので記念品をお贈りしました。

なお、敬称は略させていただきました。

老人医療 勝浦町の平成11年度老人医療費総額は

入院
44％

入院外
39％

歯科 ３％

調剤 4％

老人保健施設 4％

老人訪問看護 0％

入院食事療法費 5％

現金給付費 1％

「老人医療」とは、70歳以上 (ねたきりなどの人は65歳以上)

の人がお医者さんにかかる場合に適用される医療保険制度です。

本町の昨年１年間に使った老人医療費の総額は、11億２千

万円で、１人当たりの医療費を平成10年度と比較してみると、

2.18％ののび率となっています。医療費の財源は各医療保険の

加入者が納めている保険料 (税) と国、県、市町村が負担して

います。医療費に関心を持って、有効利用に心がけましょう。

医療費の状況

区 分 件 数 医 療 費

10年度 11年度 10年度 11年度

件 件 件 件

入 院 1,360 1,419 489,137,580 500,712,110

入 院 外 18,419 19,657 410,330,500 433,241,360

歯 科 1,271 1,426 30,693,910 36,073,180

調 剤 2,737 3,670 32,460,860 45,158,420

老人保健施設 177 169 42,621,695 39,737,504

老人訪問看護 0 2 0 43,700

入院食事療養費 1,242 1,346 55,708,040 58,146,500

現金 給 付金 487 549 8,028,776 8,592,292

合 計 24,451 26,892 1,068,981,361 1,121,705,066

約 億 千万円、1人当り約 千円です11 2 816
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

15 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成10年７月１日から平成10

年12月31日までに生まれた子
母子健康手帳

18 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

23 土 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～15:00 久国 集 会所 幼児と保護者など

25 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～15:00 棚野 集 会所 幼児と保護者など

12月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

左から 山野裕
ゆう

太
た

郎
ろう

くん（１歳） 粟飯原夏
か

鈴
りん

ちゃん（１歳）

上平涼
すず

香
か

ちゃん（１歳）

入
れ
歯
に
慣
れ
る
ま
で
は
時
間
が
必
要
で
す
。
最
初
の
う
ち
は
、
①
少
し
で

も
長
い
時
間
入
れ
て
お
く
、
②
ゆ
っ
く
り
話
す
、
③
や
わ
ら
か
い
も
の
か
ら

徐
々
に
堅
い
も
の
を
食
べ
る
、
④
合
わ
な
い
時
は
こ
ま
め
に
歯
医
者
さ
ん
で

調
整
し
て
も
ら
う
等
の
注
意
が
必
要
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
顎
の
形
も
変
化

し
ま
す
の
で
、
毎
年
、
定
期
点
検
を
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

な
お
、
手
入
れ
法
と
し
て
は
、
入
れ
歯
と
粘
膜
の
間
に
食
物
の
カ
ス
が
つ

い
た
ま
ま
だ
と
、
細
菌
の
温
床
と
な
り
、
口
臭
や
粘
膜
疾
患
の
原
因
と
な
る

の
で
、
毎
食
後
、
入
れ
歯
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
で
必

ず
洗
浄
す
る
と
同
時
に
、
歯
ぐ
き
も
柔
ら
か
い
歯

ブ
ラ
シ
で
や
さ
し
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
。
そ

の
際
、
す
り
減
り
や
す
い
の
で
歯
み
が
き
剤
は
使

わ
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
就
寝
時
は
必
ず
外
し
、
入
れ
歯
洗
浄
剤

な
ど
で
消
毒
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
で
は
地
域
を
巡
回
し
て
、
歯
の
健
診

や
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

最
近
、
入
れ
歯
に
し
た
ん
で
す
が
今
一
つ
慣
れ
ま
せ
ん
。

上
手
に
入
れ
歯
と
つ
き
あ
う
方
法
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

ＱＡ 歯
医
者
さ
ん
へ
の
質
問
箱

中
高
年
と
高
齢
者
の
歯
の

＆
Ｑ

Ａ

みんなの健康
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保 健 婦 だ よ り

インフルエンザに気をつけよう!
インフルエンザは通常のかぜとは異なり、感染すると39

度前後の高熱を発し、全身の消耗感を伴います。特に高齢

者や生活習慣病のある者、妊婦、乳幼児などは体力や免疫が

弱いので、インフルエンザに感染すると肺炎などの合併症

を起しやすく、重症化すると命にかかわることがあります。
予防接種を受けるのも予防対策の１方法です。希望者は

直接医療機関へ申し込みましょう。

インフルエンザの特徴

楽
し
い
食
事
、
会
話
、
若
々
し
い
表
情
な
ど
歯
と
歯
ぐ

き
の
健
康
は
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
人
生
八
十
年
以
上
と
い
う
長
寿
時
代
を
迎
え
、

歯
の
健
康
は
ま
す
ま
す
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
涯
を
通

じ
た
歯
の
健
康
づ
く
り
を
行
い
八
十
歳
に
な
っ
て
も
、
自

分
の
歯
を
二
十
本
以
上
保
つ
と
い
う
八
〇
二
〇

(

ハ
チ

マ
ル

ニ
イ
マ
ル)

運
動
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
こ
の
八
〇
二
〇
運
動
を

推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
「
よ
い
歯
の
高
齢
者
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
対

象

県
内
に
在
住
の
八
十
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を
二
十

本
以
上
持
っ
て
い
る
方(

入
れ
歯
以
外)

で
あ
り
、
日

常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
の
身
体
的
に
も
健
康
な
方
。

た
だ
し
、
過
去
に
受
賞
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

二
、
募
集
締
め
切
り

平
成
十
三
年
一
月
三
十
一
日

三
、
応

募

先

〒
七
七
〇
―
〇
〇
〇
三

徳
島
市
北
田
宮
一
丁
目
八
―
六
五

徳
島
県
歯
科
医
師
会

(

〇
八
八)

六
三
一
―
三
九
七
七

FAX

(

〇
八
八)

六
三
一
―
四
一
七
九

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
お
電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

四
、
表

彰

平
成
十
三
年
三
月
四
日

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館

四
階

五
、
選
考
方
法

申
し
込
み
受
付
後
、
簡
単
な
歯
科
検
診
を
行
い
ま
す
。

八
〇
二
〇
推
進
運
動

「
よ
い
歯
の
高
齢
者
」の
募
集
に
つ
い
て

■ かぜの予防を! ■
かぜは日常生活のちょっとしたスキについて入り込んでき

ます。かぜをひかないように、普段から体力づくりと健康管

理を心がけましょう。

かぜの基本的な予防対策は手を洗うことです。かぜは空気の中

を飛び散って感染するよりも、手と手を伝わって感染し、目や鼻

から体の中へ侵入することが多く、手洗いがかぜの感染予防で有

効です。うがいは細菌やウイルスの侵入を防ぎます。

１．手洗い、うがいをする

睡眠を十分にとり、ビタミンＡ、Ｃなど栄養補給する。

ビタミンＣには、白血球のはたらきを増し、感染症への抵抗力

を高める効果があります。ビタミンＡには、鼻、のど、気管支な

どの粘膜を丈夫にし、かぜの予防に効果があります。

２．体の抵抗をつける

乾燥した空気はかぜのウイルスにとって好都合で増殖しやすい環境

です。室内の温度や湿度を適切に保ち、ときどき換気を行いましょう。

３．室内環境に注意する４
３
２
１

関節痛や筋肉

痛、腰痛など

の痛みがある

のどか強く痛む

激しいせきが

ある

38.5度以上の

熱が続く

(一度下がった熱が再び
でてくることも多い)

（月）

（水）



ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
坂
本
字
中
谷

山
雅
文

（
藍
住
町

青
山
倫
子

大
字
三
渓
字
中
村

中
瀬
誉
文

（
上
勝
町

平
尾
光
江

大
字
三
渓
字
日
浦

山
田
芳
生

（
阿
南
市

平
口
貴
子

大
字
生
名
字
石
垣

谷

昌
典

（
徳
島
市

豊
田
佳
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

坪
井
美
紘

長
男

大
字
棚
野

）

字
仮
家

美
也

翔
か
け
る

上
田
誉
史

長
女

大
字
三
渓

）

字
橘

江
美

楓ふ
う

華か

相
原
章
裕

長
女

大
字
棚
野

）

字
山
蔭

愛
子

菜な

津つ

美み

尾
山
佳
宏

長
男

大
字
生
名

）

字
北

規
代

龍
り
ゅ
う

輝き

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
猿
滝

谷
脇
フ
ジ
ヱ（
85
歳
）

大
字
沼
江
字
山
田

河
内
ミ
ユ
キ（
75
歳
）

大
字
生
名
字
東

戸
村

雄（
83
歳
）

大
字
中
角
字
玉
の
木

平
岡
信
夫（
84
歳
）

大
字
三
渓
字
上
川
原

日
下

巖（
57
歳
）

大
字
三
渓
字
立
棒

原
田
熊
一（
84
歳
）

大
字
沼
江
字
平
間

勝
谷
五
人
乃（
86
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
16
日
～
11
月
15
日

山
本
博
興
さ
ん
（
与
川
内
）

中
尾
哲
久
さ
ん
（
棚
野
）

高
岡
明
子
さ
ん
（
久
国
）

大
久
保
康
昭
さ
ん
（
今
山
）

日
下
増
江
さ
ん
（
横
瀬
）

勝
谷
克
己
さ
ん
（
星
谷
）

原
田
英
夫
さ
ん
（
中
山
）

岡
本
佳
誉
子
さ
ん
（
黒
岩
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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12月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月③日 赤 岩 医 院 ２－２００６

12月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月７日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月11日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月15日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月⑰日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月19日 赤 岩 医 院 ２－２００６

12月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月 日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月27日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月 日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

戸

籍

の

窓

交通事故相談日

日 時 12月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853-2 -2030

相談員 町 田 長 稔
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088- 621- 3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 12月１日

12月８日

12月15日

12月22日

● 時間

午前10時～午後３時

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

12 月

教室名 実 施 日 時 間
（各２時間）

陶 芸
７ 14 21

午後７:30～
木 木 木

踊 り
６ 13 20

午後２:00～
水 水 水

歌 謡
４ 11 18

午後７:30～
月 月 月

生け花
５ 26

午後７:30～
火 火

大正琴
７ 14 21

午後１:00～
木 木 木

習 字
１ ８ 15 22

午後７:00～
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

12月 交流講座日程

お詫びと訂正

善意ありがとうございましたの掲載欄で
宮本元子さん（黒岩）とありましたが、
宮本元子さん（星谷）の誤りでした。
おわびして訂正いたします。

勝浦広報11月号

10
月
16
日
～
11
月
15
日

（
敬
称
略
）

（月）

（金）

（金）

（金）

（金）




